TOYOTOMI 


卜巧トス 


取扱説明書 


ムーンライター 

IML'25A 

エムエル エー 

、 自然通気形 

聞かザ巧かつ—づ 

レインポー 

1 170-25 

アールビー 

1巧/ IX エん C /な #AP ノ 

货)曰本工業規巧品 


このたびは本品をお買いあげいたださ 
まことにありげとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、保証書と共に 
大切に保管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された榻合は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 
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安全のためにぶ i ずお守り < ださい 


お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正し < 使用するために、必ずお守0いただ < ことを説明しています。 
ここに示した表示は、誤った使しかたをしたときに生じるち害や損害の程度を次の表示で区分し、説巧しています。 


A 危険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死ご、重傷を負うを険、または火 
災の危険が差し迫って生じることび想定される内容をおしています。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死じ重傷を負う可能性、または 
火災の可能性び想定される内容を示しています。 


I 


A C そち / OAI I 下10 KI 、 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性や物的損害の 

胃、 OMU I I し M 、 ノ j 発生び想定される内容を示していまず。_ 

>ぉ巧0いただく内容を、次の絵表示で区分しています。 



この絵表示は、「禁止」され 
ている内容です。 

0 © 

この絵表示は、必ずしてい 
ただく「指示」内容です。 



この絵表示は、「を意」して 
いただ < 内容です。 


♦説明文中の r お願い」事項は、本機を誤りなく正しく使用して 
いただ<ための内容び記載されています。 


A 危険 （ DANGER ) 


★ガソリン使用禁止 

ガソ IJ ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
か星の混入でを、火災の原因にな0ます。 






ガソリン禁止 


A 警告 ( WARNING ) 


★換気必要 

•換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中妻になるおそれびあ0ます。 
•使用中は必ず1時間に1〜2回 （ 1〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 
(窓の凍結、地下室など)換気び巧分におこなえない場所では、使用しないでくだごい。 


★スプレー吿厳禁 

スプレー出やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や周囲に放置しないでください。 
熱で吿の圧力び上びり、爆発し、危険です。 


★カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいちののそばなどでは使用しないでくださレ。 

ストーブの周囲に可燃物を置かないでくだごい。 

ストーブの熱気で着火して、乂がの原因になりまず。_ 

★巧類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用しないで<ださい。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、火災の原因にな D ます。 



★なるとを消乂 

寝るとをや外出するとさは、必ず火び消えていることを確認してください。 
予想しない事故び発生するおそれびお0ます。 



み給油時消义 

給油は、がず消火し、ス I ブの温度び充分に下びってからおこなってくだごし、。 
火災の原因になります。 




★可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発をするをの(ガソリン、ベンジン、シンナー)や、 
スフレーを使用しないで < ださい。 

火災や故障の原因にな。ます。 _ 

★やかんのせ禁止 

•やかんやなべなどをのせないでくだごい。 

振動や接触によって、やひんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびありまず。 
•ストーブの上で湯ねかしなどをおこなわないでください。 

熱湯などでやけどをしたり、ガラス列筒び割れたり、異常燃焼(立炎)の原因になったり、ミ占タン 
クに水び入ったり、鐘び発生する原因にな0ます。 
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使用禁止 
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女分解修 理•改造の禁止 

故障、破損したら使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 
不完全な修理や改逸ま盾除です。 


分解禁止 


ストーブの間近でふく射熱に長時間あたりつづけると、低湿やけどや脱水症状になるおそれびあ 
ります。 

とくに、かいお子樣やお年寄り、病気や体の不自由なちなどの暖房には巧分にま意してくだごい。 


★ほこりの除去 


置台、製品内部のほこりをとをどを除去して<ださい。 

油タンクの下から燃焼用空気を吸い込みますので、紙、ビニールなどを入れないよラにま意して 
ください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や乂がの原因になります。 _ 

女が震自動消火装置の作動$舊認、 

使用開始時と、使用中は1箇月に1回 m 上、対露自動消火装置を作動させて確実に消火すること 
を確かめて < ださい。 

確実に消义しないとさは使用しないで、すぐに修理してください。_ 

女純正部品の使~雨 

しんなどの部品は、がずトヨストーブ純正部品(指をされた部品)を樓用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブのせ能を損なラばかりでなく、故障や予想できない事故び発 
生するおそれびあ0ます。 


やけど注意 


f 

¥ 


★ふく射熱に長時間あた5なし、 


燃焼中は時々炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんび上びりすぎたり、燃焼筒びずれていると、すすび出て異常燃焼を起こして危険です。 

★高温部接触禁"正 

お焼中や消火直後は、高温部、天板(上面)やガードに手などふれないよラに注意してください。 
燃焼中は必ずつ0手を降ろしてください。 

やけどのおそ〇びあ0ます。 


寵缓® 

接触禁止 


★正常燃焼の確認 


ガラスか筒び欠けた D 、 割れて破損したままの状態では、絶対に使用しないで<ださい。 
異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそれびあります。 


使用禁止 


★ガラス外筒の割れ使巧禁止 


給油は、必ず火の気のないところでおこなって<ださい。 

义がのおそれびあ D ます。 

女変質'灯油禁止 

変質灯油(持ち越した丹油など)、不純巧油(な油 m がの油-水-ごみが混入した巧油など)を使用 
しないで < ださい。 

異常燃焼や故障（しんび下がらない、点火でさない、火び消えない)の原因になります。_ 

★燃焼中移動禁止 

火のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびあ0ます。また、転倒すると火がになるおそれがあ0ます。 

★移動•達搬ずるとをの注意 

•ストーブを移動させる塌合は、必ず消火し、ストーブの温度げ巧分に下がってから、つ0手を 
持ち製馬■をつり下げて傾けないように静かに移動してください。 

つり手を斜め、横ち向に倒して持ち上げると、つり手が抜けて製品び落下して危険です。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースか6乾電池を取0はずして、 
油タンクの灯油を巧いて < ださし、。 

_運搬の途中で灯油びこぼれて、周囲をミちすおそれびあ0ます。_ 

1★異常時使用禁正 

におい、すすの発生、おのが態など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 

緊急の場合でをあわてずに、しんを下げて消火してください。 
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禁止 

〇 


0 

使用禁止 


★居室巧給油禁止 


A 注意 （CAUTION) 











を全のために必ずお守りください 


A 注意に AUTION) 


★お子様やお年寄りのご使用にミ主意 

お子様やお年寄り、体の不自由なちびお徳いになる場合は、ストーフの取扱い、部屋の換気、高温部への接軸による 
やけど、低温やけどや脱水症状などについて、周囲の人び充分にを意してくだごい。 


★保管時にしていただくこと 

•長期間使用しないとを文は保管するとさは、必ずな油を抜いて、電池ケースから乾題池を取りはずしてください。 
傾けた0、横倒しのげ態では保管しないで<ださい。 

火災のおそれがあります。 

• しんの手入れ(から焼をク U — ニング)は、風びあたる場巧ではおこなわないでくださし、。 

_火災のおそれびあります。 


★廃棄ずるとき 

ストーブを廃棄姐分するとをは、必ず油タンク巧の巧;'由を抜き取り、電池ケースから乾軍池を取りはずしてくださし V 
(14 ページ参照） 

な油や乾電池び入ったまま廃棄するとリサイクルの際、予想しない事故び発生するおそれびあります。 



〇 

指示 


# 


I 


★次の場所では使用しない 

火がや予想で去ない事巧やお障の原因にな0ます。 _ 

r か平でない塌所、不巧定な場所 ) •風のあたる場所 

•傾斜した墙所や振動の激しいところでは、使用しないで<ださい。り J 军至 2 P 
对農白動消火装置び誤作動することびお0ます。 ミ S ?- ( 

• しっかりしたじょラぶな巧面で使用してください。 * 或责2^全2て 

• 移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないで<ださい。 Eiai , 

輯落したり、义災になるおそれびあります。 / お倒して軍 agi 

r 暖炉などストーブが囲われる場所 ) し つ . ;ス疋/ぶ較 J を 

• 暖おや押入れに入れての使用など、特殊な使いむすこをしないでく 了 物 I こが ジ 

ださい。 r 直が日光の蓮 

义がの原因になります。 ♦ 異常燃焼を起こ 

广 ほこりや湿気のをい榻巧 ) ■ミ由 タンクのの ミ [ 

•粉類や繊維をお扱う場巧や温室■養鶏場など、塵やほこ0の多い ( 巧燃姑方スロ 
場所では使用しないでください。 ♦爆発や火災の巧 

燃焼用空気(酸素)を取入れる箇所が目ヴまりげ態になり、異常燃 ( 掛難院ク|> 
焼を起こずおそれびあ0ます 。— V 花巧ちロロロむな I 

温室•飼育室など人のいない場戸斤 ） 性 ガスの発生|| 

•使用環境の変化で、予測しない事故げ発生するおそれびあ0ます。^とな0ます。_ 

★可燃物（木壁、含板、 ふすまなど）との距離を離ず1 

•ストーブか！5可燃物との距離は、ち図の指定しソ上の距離を保っよラにしてくださし、。 
•ストーブ上ちの棚などとの距離は必ず1 m け上あけてくだごい。 

• 上方の棚などからの落下物びないよラにして < ださい。 

•カーテンなどびストーブにふれないよラにして<ださい。 

• 家具等か!3はち図の指定政上の距離をとって < ださい。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります。） 


風のあたる場所、部屋の出入□、屋外： ） 

•風のあたる場所や屋がでは读用しないでくだごい。使 ^4* 止 
炎び出てを険です。掃除機の排気びあたらな W 

いよラを意して < ださし、。 

• 部屋の出入口など人の通る場所、人びぶつかったりつま 
ず < 場所で使用しないで < ださい。 

転倒して事巧や火災び起さるおそれびあ0ます。 

r 不を定な物をのせた棚などの下） 

* 落下物によ0火災が起さるおそれびあ0ます。 

r 直が曰光のあたる場所、温度の高い場所） 

• 異常燃焼を起こすおそれげあります。 

• ミ由タンクの: G 油びおふれ出て火災のおそれびあ0まず。 

r 可燃性ガスの発生する場所、または たまる場戸斤 ) 
♦ 爆発や火ぶの原因になります。 
r 理.美容院、クリ-ニンク’店などスプレ-や化学曇品を使う 
♦化学薬品がストーブの熱で変化し、器具の故障や、腐食 
せガスの発生により金属•鏡-ガラスなどを傷める原因 
とな D ます。 



〇 



願い （ NOT に E) 


灯油の廃棄処分は、巧油をお買いホめになった販売店にご相談ください。 


使用ずる場所 


★効果的に使用ずるために 

•このス I ''ープは、なるべく部屋の中央に置いていたださますと、対流効果によってお部屋の温度 
のムラびかなくなり、効果的な暖房びでをます。 

(ただし、部屋の出入口や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないでください。） 
♦お部屋の空気をサーキユレータなどで巧流させますと、お部屋の温度のムラびよりかなくなり、 
効果的に暖房びでをまず。 

(このときストーブには直接風びあた6ないよラにしてください。） 
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各部のなまえ 





































使用前の準備 


スIブを取 り出す _ 

1包装 箱に表示してちる「包装の内容」をごらんになったラえ 
I で、包装箱から包装材を取り除を、製品を傷付けないよラ 
に取り出してください。 

/-お願い- N 

包装材は可燃物でずか6、必ず取0除いて< ださい。 


) 天板をおり出して、ガラス外筒 
• の上下にある包装材を取0出し 
てから、ガラス外筒を元どおり 
に静かに入れて < ださい。 

-注意- N 

RB -25 のガラスが筒には上下 
がありまず。 

ぼかしの入つている側を下にし 
て取り付けてくださし、。 



ガラス 


天板の両側にある巧と、ガードの両 
側にあるつり手ブラケットの穴を合 
ねせるよラにして、天板をガラス外 
筒にかぶせて < ださい。 


1 つ0手を、正面側から、ガードの両 
* 側にあるつ0手ブラケットの巧と、 
天板の両側にある巧を通して取り付 
けて < ださい。 

:油タンク底面の脚を、置台の止め板 
* の下に、油タンクを回すようにして 
巧し込んで取0付けて < ださい。 

-お願い- N 

必ず置台を取りけけて使用してください。 


油タンク 



燃料 _ 

勇)燃料は好油（山51号打油）をおず使用してください。 
喔変質な油、不純灯油は、絶巧に使用しないでくださし、。 


A 危険 


★ガソリン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い曲は、絶対に使用しないでください。 
少 a の混入でも、义災の原因になります。 


01 ® 

し - J *"、,||、,巧||* 


ガソリン餐止 


•誤ってガソリンなどの燃料を使用したことびわかったときは、 
あわてずに緊急消火レバーを巧して消义してください。 

•変質丹油(持ち越したな油など)、不純'灯油（灯油!;^がの油- 
水-ごみび混入した打油など）は、絶対に使用しないで<だ 
ごい。 

異常燃焼や故障の原因になります。 

•市販ごれている助燃剤(添加剤)は使用しないでください。 

異常燃焼を超こすおそれびお0ます。 

( D な油の保管のしかた 乂 "N 


け油とガソリンの見分けかたのポイン ト 

指先に巧用臓料をつけて息を吹きかけまず 
(义の気のない巧でおこなって < ださい） 


〇な油— 


X ガソリン 


•巧油は必ず火気、雨水、ごみ、高温 V 

および直射日光を避けた場所に保管 , 

してください。 [ SlO > 

•巧油の容器は専用のきれいな容器を 口 ^ 
使巧してください。また丹油容器は を:^ 、 
必ず J に認定品で色つをのな油専用 I ^シ 

容器を使用してください。 f ご 

•巧油容器内の阿油びかないと温度変-1_ « 

化により結露して水びたまることが 
お0ます。 

• ドラム伍などで、長期間大量に保管しないでください。 
♦お子様の手のとどかない所に保营してください。 


0 

、禁止 



濡れたままです。 

良い保管 

直射曰光、雨水び当たらず、 
火気のない冷暗所へ保管 


すぐに乾いてしまいます。 
悪い保管 

直前曰光、雨水の当たる 
ベランダなど、室がの保管 




0 


( _ 変質な油とは 

• ちい灯油。（ひと夏持ち越した巧油） 
•長期間、曰光の当たる場巧や、温度の 
高い場所に保管した灯油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色 
の容器で保管したな油は変質しやすい。 
•変質のひどいちのは黄色昧をおびた0、 
すっぱいにおいがします。 

• 変質を防ぐため巧ミ由は翌シーズンに持 
ち越さないよラにして < ださい。 


/ちい口油は. 
\使ねないで_ 


0 

使巧禁止 


_ 不純阿油とは 

I 口油政列の油（ガソリン、シンナー、天 
ぶら油、機械油、重油など）びほんのか 
しでを混入した灯油。 

水やごみび混入した好油。 


0 

使用禁止 



づ日浊なかの\ 
油、水、ごみを 
、入れないで/ 








































•乾電池は別売です。 

, 市販の単二形乾電池 （ 2個)を購入して 

i くだごい。 

1本体德方の電池ケースカバーを取り 
I はずしてください。 


市販の単二形乾電池 （ 2個)を購入の 
うえ、電池ケースの@0表示に正し 
く合わせて取0付けて < ださし、。 
•新しい乾電池と巧い乾電池、種類 
の違ラ乾聖池を混ぜて使用します 
と、扁义できなかったり、点火し 
にく <なったり、液漏れや破裂す 
る原因にな0ます。 




電化ケースカバーを、元どおりにお 
0付けて < ださい。 



-お願い- 

製品の輸送中に生じたガラスか茵の破損、燃焼筒の変巧、 
ねじのゆるみや、はずれなどびないか調べて<ださい。 


乾電池を取り付ける 









更用前の準備 



か平の確認 j 


[^す震自動消乂装置のセット^ 


^な乂前の確認] 


点乂前の準備と確認 


• 水平な場所で使用してください。 

ストーブは、必ず水平な安定した攝巧で使用してくださし、。 

ストーブび、傾いていないか、不ま定な巧態になっていないか、おず確かめてください。 

ストーブを傾いた巧態で使用しますと、巧震自動消火装置び誤作動することびあります。また、輯 
倒しやす<なった0、異常燃焼の原因にな0ます。 


•燃焼筒のセットを確認する。 

•点火操作をする前には、必ず、燃焼筒び正しくしん調節器にセットごれているか、がが筒つまみ 
を 左ち に2 〜 3回動かして、スムースに動くことを確かめてください。 

♦ストーブの上方や周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してくだ 
さい。 

可燃物びあると火災になるおそれびあります。 


• しん調節っまみを「燃焼」のち向へゆっくり回ず。 

•しん調節っまみを、 r 燃焼」の方向（(つ）に、ゆっくり止まるまで回しますと、巧餐自動消火装置 
び自動的にセツトされます。 

•巧震自動消火装置をセットするときには、 r カチカチ J と音びして、かし重くなります。 


(再セットする場合でも同じ手順でず。） 


給油のしかた 


ストーブを使巧するとをは、ときどき油量計を見て、巧油びあるかどうか確認し、油量計の針が「0」の位置を示す前に給油し 
てください。 


A 難た 給油は、必ず消义して、ストーブの温度が巧分に下がってか5おこなってください。 
^胃1=1 义災の原因になります。 


A 注意 

給油は、必ず义の気のないところでおこなってくだごい。 

乂がのおそれがありまず。 

0 

> 


禁止 

- -> 


給油□ふたを開ける。 

給油口ふたを、左（〇)に回し 
て取りはずしてくださし、。 


油量計を見なが6給油ずる。 

• 市販の給油ポンプの先端を J 

止まるまで軽く差し込んで、 

油量計を見なびら給油して 
くだごし、。 

(ホースび披けないように く 

手で固定しなびら給油して t 

<ださい。） ^ 

• 幻油は、油量計の！■満」の位： 
置まで給油してくだをい。 お a 
r 危」の位置まで乂〇過ざま 
すと、おふれ出ることびお @该0 

0ますので充分注意してく 
ださい。床を巧したり、臭 
気や义災の原因になります。 


神-罰 


-お願い- 

I 才ート給油ポンプを固定ずる場合は、ホースを油タン 
クにクリップで固定できないので、おず、ホースが給 
油口から巧けないよラに手で固定しなびら使用してく 
ださい。 

’オート給油ポンプの「満墨位置 J の調節は、ポンプのお 
扱説明書に従っておこなってください。 


給油□ふたをしっかり締める。 

•給油□ふたを、ち（(〇)に回し iillhx . 

てしっかりしめて<だごい。 an||[@|i \ 

•打油容器のふたち、しっかり締 — 

めておいてください。 


こぼれた灯油はよくふき取る。 

• こぼむた灯油は必ずをれいにふ 
さおって < ださし、。 

危険ですし、燃焼中に臭気を発 
生する原因にをなります。 





しん調節つまみを「燃焼」の方向へゆつく 
り回ず。 

• しん調節つまみのを、 r 燃焼」の C -1 

ち向（〇)にゆっくり止まるま L グ^ド 
で回してください。 ,\ m を^^創||ん 

( しんび上びります） 


しん調節つまみを「燃焼」の方向へゆつく 
り回ず。 

しん調節つまみを、 r 燃焼」の方向 r - 1 . 

(〇)にゆっくり止まるまで回し J 

だぶ恕。ます） kmm 


/ん巧なごまみ 


山ん巧節つまを 


点乂レバーをゆっくり巧し下げる。 

点义レ J て一を r 点乂」のち向 （♦) に 、I 
ゆっくり巧し下げてください。 k し〜 

(点火します） 一 I を 


咖 r 


巧义レバー\ 


乂が着いたことを確認し、点火レバーを戻ず。 

火び着いたことを確認したら、手 I り 

を点乂レバーからゆっくりはなし，^-- 

てくだごし、。 一曼を(^夺リ"咖 


点义レバ- 


燃焼筒のセットを確認ずる。 

点火操作後、扉を開け外炎筒つま 
みを左右に2〜3回動かし、燃焼 
筒び圧し<しん調節器にセットさ‘ 
れているか、しんの上にのつてい . 
ないかを必ず確かめてくだごい。 


■ 

を.. 


扉を閉める。 

扉を閉めてください。扉を開けたまま使用すると、風の 
影體をラけて異常燃焼を超こずおそれびあ0ます。 

-お願い- N 

点乂ヒーター付近から白煙が出て点义しにくいときは、 
点义レバーを少し戻すと点义しやすくなりまず。点乂 
ヒーターのフィラメントを、しんか51〜 1. 日圍離す 
のが一蚕点义しやずい位置でず。 

点火操作をしたとさ、点火ヒーターの赤熱び不充分で 
点火しにくい場合は、新しい乾電池〔単二形乾電池： 

2個〕をご購入のラえ交換して使用してください。 

(6 ぺージ Lfg 弯逝を昭り母げ^を参照） 


扉を開けて、外炎筒つまみをゆっくり持ち 
上ばて、マッチや市販の点乂用ライターで 

点乂ずる。 ■ 111111 

•扉を開けて、外炎筒つまみをゆを 哪圆圓 W P 

っくり持ち上げて、マッチや市 
販の点火用ラィタ-などを使っ ミ^^ \ 

てしんに义を着けてくだごい。1 ^ 

♦たばこ用のライターで点火しな f 一'' 

しでくださし、。 〜 

•マッチで点义した場合は、マッ 
チの燃えかず巧、しん付近や機 
お內に落としたり、畳台の上に 
置かないでください。 

乂が’着いたことを確認し、が炎筒つまみを 
ゆっくり戻す。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

• 火が着いたことを確認したら、 If I II II 

纖筒コまみををちに2〜3回雨 pyypp 
動かし、隱筒び正しくしん調 ^ 

節器にセットされているか、しで^"^ 

んの上にのっていないかを必ず 
確かめてくだごい。 

•火び着いたことを確認した6、 ^ 

しん調節つまみをかしだけ（点 — 

火した火び消えない程度に）消 
义の方向に回してみて、引っか 
かりびなくスムースにしんび下 
げられることを確認してから、 

をラー度しんを上げて使用して 
<ださい。 

しん調節つまみびスムースに回らないとさは、燃焼筒 
を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点火操作を 
始めからやり直してください。 

•ライターをストーブの周囲に放置しないでください。 

扉を閱める。 

扉を閉めてください。扉を開けたまま使用すると、風の 
影響をラけて異常燃焼を起こすおそれびあります。 


•巧めてお使いになるときは、点火後、機器に付着している 
ほこりや油び焼けるにおいびしますび、しば5く使用して 
いただければにおいはな<なります。 

* 点火殺しばらくの間は、炎び安定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」 
と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばらくする 
と炎び安定し、音びしな<な0ます。 


-お願い- 

使い始めや、しんの交換後、しんの手入れ（か6焼をク 
リーニング）をしたときは、給油後約15分 LU 上待って、 
しんに充分巧ミ由び吸い上げ5れてから点乂してくださし、。 
充分に吸い上げ5れていないが態で点义しまずと、点义 
ヒーターのフィラメントを変おさせたり、しんを傷めまず。 


点乂のしかた 


便いかた 







をいかた 


炎の調節のしかた 


炎の調節 


巧の調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 

しん調節つまみを回してがを調節するとさは、のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の範囲で使用してください。 


炎のげ態 


最大正常燃焼のとさのがの長さは、内炎板から！〜2 cm です< 

r 異南 ^ 舌竜 


内炎板 


正常 


異常 






しんび上びり過ぎ 

(がび大をくな0すぎている） 

すすや一酸化炭素び 
多<発生する 


最大正常燃焼 

炎び巧巧板から 
1〜2前!出る状態 


最小正常燃焼 

炎び内炎板から 
出ているが態 


しんび下びり過ざ 

C がが出ていない）_ 
においや一酸化炭素び 
多<発まする 



«) 巧の大きさは上図のように、正常燃焼の節囲でご使用ください。 

•点火後2分ほどで、がび上びつてさます。しばらくすると炎び長く伸びてきます。炎び勢いよく環 
状に、斜め上方に燃え上がるのびよい状態です。 

•室内温度び上昇して炎び大きくなりすざて、すすび出ることびありましたら、しんを下げて炎を調 
節して < ださい。 

•燃焼中は、時々がを見て、正常燃焼であることを確認してくださし、。 

正常燃焼でないとさは、がの調節をして<ださい。 

•炎は全周均一には揃いません。上図の給のよラに前後をちに伸びた炎の長さは、それ 
ぞれ異な0ますび、その比率び1巧2 < らいでち正常です。 


义力を弱くずる場合の注意 


•火力を弱くした墙合でも、おげ内炎板から出ている状態で使用してください。 

•あまり义力を弱くすると、においや一齡ヒ炭素びをく発生し、しんに夕ールび付着します。 

•使用時間の経過につれて、燃焼筒やしんのあ化によって炎びルさ<なることびお0ます。しんをいっぱいに上ばてをおび大さ 
くな6ないときは、14ベージ n 呆昏1 2しんの手入れをずるの頃を参照してしんの手入れをおこなってください。 

•変質巧ミ由や不純口油を使用してしまい、しんにタールび巧着したり、水を含んでしまったときは、炎び大きくな6ないととも 
に、しんの上下操作び重くなります。このようなときは、14ぺージ rm 2しんの手入れをずるの項を参照してしんの手ス 
打をしてくださし、。 



消乂のしかた 


しん調節つまみを、「消火 J の方向へゆっくりと回ず。 

しん調節つまみを「消义 J の方向（〇)へゆっくり止まるまで回してください。（速く回すとにお 
いび出がすくなりまず。） 

消乂を植認ずる。 

• においを少、なくするため、4分程燃焼(炎び一•部残る）して消火します。 

•消火操作後は、火が確実に消えたことをおず確認して<ださい。 


嚷緊急消火レバーを巧し下げる。 

緊急消火レバーを巧し下げて、対震自動消火装置を作動させてください。 

このとき急速に消火させるため、においやすすび発生することびあります。 

•しんび下がらず消义できない場合は、しん調節つまみを回して、しんを下げてください。 
それでもしんび下び6ない場合は、义ぴ消えるまで燃やしをってください。 




’時間に余裕びない場合は、天板の巧からコッブ2杯 (400 m け呈度)の水をかけて消乂してください。 


水をかけると水蒸気び出たり、ガラスが筒が割れることびあります。あわててヤケドをしないよラに、 
手袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてか6おこなってください。また、あとでミ虫タンク内の水 
の入った巧油を拖き、しん交換び必雲です。 


しんを下げ5れない原因は、しんに夕ールがたまっていたり、水を含んでいることがありまずので、し 
んの手入れ （14 ベージ参照)をおこなうか、新しいしんに巧換してください。 



消乂後再点乂ずるときの注意 


消火後、約5分間は再点火しないでくだごい。燃焼商び冷えないうちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気がでたり. 
点火しないことびあ D ます。 


巧震自動消乂装置 


巧裝自動消义装置は、ストーブ本体び地愛(巧度約5 L ソ上)や強い振動、お堅を受けたとき、义災などのを険を巧ぐために自動 
的に消义させるま全装置です。 

地顆によつて作動した場合は、周囲の可燃物がたおれていないか、機器の損傷はないか、油びこぼれていないかなど黄常がな 
いことを fi き認した後、再点义してください。 


巧震自動消义装置の取扱い上の注意 


•通常の使用時には、しん調節つまみを回して消火してください。ミ肖义の際に巧霞自動消义装置を作動させますと、においび発 
生します。 

•ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するとをなどは、しん調節つまみで消火した後、緊急消火レバーを巧し下げて巧 
禁自動消乂装置を作動させ、しんを完全に下げてからおこなってください。 

•ストーブを長い間使用しないとをは、巧震自動消乂装置を作動させ、しんを完全に下げたげ態にしておいてくだごい。セット 
したまま放置しまずと、対霞自動消火装置の寿命に悪影響をあたえます。 

•成さこぼれやすい牛乳-輔物の煮たき(保温)に、ス1^ーブを絶対に使用しないでください。 

•しんに夕ールび付着して固くなっていたり、を含んでいると、しんの上下操作び重くなり、巧巧自動消火装置び作動してを 
消火性能び著し<悪くな0、火災の原因にな D ます。 


点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検•手入れをおこなうときは 


使うたびに 


ストーブを消火し、本体の温度が充分に下びってからおこなってくださし、。 
手をけびしないよラに手袋をはめて、おこなってくだ立い。 

対飄自動消义装圈の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

必ず乾涅池を、電池ケースか5取りはずしてか5おこなってください。 



点お巧宮 

処苗方法 

ス ) ブの 
周囲 

•ストーブの周囲に可燃物や障害物びお0ませんか。 
[火がの原因になります] 

•常に整理.掃除をし可燃物をス I ブの周囲に置か 
ないで < ださい。 

油こぼれ 
油たまり 
油にじみ 

•油タンク、置台の表面に、油びこぼれたり、たまった 
り、にじんでいませんか。 

[火がの原因になります] 

•こぼれたり、たまったり、にじんだ油はをれいにふ 
さ取って < ださい。 

袖漏れ 

•油漏れはあ0ませんか。 

[火災の原因になります] 

•油び漏れている場合は、ずぐに使用をやめ、お買上 
げの賊売店に修理巧頼をしてください。 

ガラス巧筒 

•夕けた D 、 割れた0していませんか。 

[異萬燃焼の原因になります] 

•新しいガラス外筒に交換してくだごい。 


1箇巧に1回 ly 上 


点横箇戸斤 

点お内宮 

赃国方法 

ほこり 
燃堯鹏気取入舒 
ルん案内筒下部） 

•置台にほこ0びたまっていませんか。 

•置台の上に物び入りこんでいませんか。 

[異常燃焼や乂がの原因にな0ます] 

•置台を取りはずし、たまったほこ0、ごみなどを掃 
除機で吸い取った0、雑巾などでふを取って<ださ 
い。 
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点検•手入れのしかた 


»しん調節つまみを回してしんを上げてから、置台をゆ 
すると、巧震自動消火装置びイ乍動します。そのときし 
んび下びりますか。 

[確実に消义することを確認] 


•しんび完全に下び6ない場合は、しん、感震部の項 
の点検をして <ださい。 

•販売店に修理依頼をしてくださし、。 


•油タンクに水やごみびたまっていませんか。 

[しん上下の操作び重くなったり、錯や油漏れの原因に 
なります] 


•給油□ふたをはずして、市販の 
給油ポンフなどで、油タンクの 
中の水やごみを、のい出して< 
ださい。 


し、。あるいは、点火しにくくあ0ませんか。 
ターを点検] 


点、火 ヒーターの フィラメントび 
変形している場合は、おず輩池 
ケースから乾電池を巧いてか5 
マッチ禄などで、図のよラに軽 
く修正してください。 


# 


•変おびひどいをのや、断線している場合は13ページ 
I 点灭ヒーターの巧巧のしか?^ を参照して、新し 
し、点火 ヒーターに 究換し てくださし、。 

■赤熱不足の場含は、6ぺージ IJg ® 池を取りがける I 
を参照して、巧しい乾電池に交換してくださし、。 


»点乂ヒーターのフィラメントは充分にホくなっていま 
すか。 

[乾逗池の覃圧(消耗)点検] 


燃焼筒 


•燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび巧着していま 


•ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除き、 
されいに掃除して < ださい。 


せんか。 

误常燃焼の原因になります] 


♦タールが付着している場合は、14ぺージ fligl 2 
しんの手入れをするに従って、しんの手入れをおこ 
なつてください。 

•しんの手入れをおこなつてち効果のない場合は、新 
しいしんに交換してください。 


消义操作をしても、しんび下びらず、消义しない。 
しん上下の操作び重<、スムースにでさない。 

点义操作をしても、点乂しない。あるいは、点火し 
に < し、 

'かげ大き<ならなかったり、 燃焼中ににおいびする。 


•感露部にごみの付着や鋪はありませんか。 
[巧震自動消火装置び正し < 作動しません] 


• ごみやほこ0は、やわらかい巧でを： n いにふさ 取つ 
てください。 

•鐘び多量に発生している場合は、お貿上げの販売店 
に修理をめ頼してくださし、。 


点义装置 


• 点火装置の作動はスムースですか。 
[点火不良の原因にな0ます] 


•点火装置に付着したごみやほこりは、防錯潤滑剤 （CR 
C 等）をかけてから、されいな巧でふさおって<ださい 
♦13 ぺージ ヒーターのさ 壞な)!:;^^ を参，照して、 
本体を取りはずしてか5手入れをしてください。 

•鐘びをいものや、巧れび取れず作動び悪い場合は、お買 
上げの販売店に修理を依頼してください。 


長期間使用されますと、機器の点検び必要です。2年に1回程度、シースン終了後などに、お買上げ店、または、修理資格者[(財） 
曰本石油燃焼機器保守協会 （ TEL .03-3499-2 日 28) でおこな5技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)など]のいる 
店などに点檢依頼されることをおすすめします。 


0 

フィラメント 

正巧 


な火ピーター 


L 



この表しソ外の不具合びあるときは、お買上げの販売店にご相談 <ださい。 
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置台を掃除する。 


点火 ヒーター 


11ぺージ 
く直す。 

点火ヒーターを交換する。 


を参照して正し 


を点乂ヒーターのフィラ^ントの形げ 
' び正常でない。切れている。 

置台に、ごみ、ほこりびたまっている。 


ショートしないように直す。 
不明の時は販売店に連絡する。 


点火装置びシヨート（短絡している。 


コードびはずれているときは正しく差し込む。 
その伽ま販売店に連絡する。 


正しく入れ直す。6ページ参照) 


正しく入れていない。 

点乂装置のコードびはずれている。 


新しい乾電池に巧換する。 （6 ベージ参照) 


乾電池び消耗している。 


正常な'な油に交換する。 
新しいしんと交換する。 


:打油びかやごみを含んでいる。 


正常ななミ由に交換する。 
新しいしんと交換する。 


巧油び変質している。（ちれた油や 
ポ U 容器で1年間持ち越した油など） 


ガラスが筒を巧換する。 


夕けた0、割れた0していませんか。 


しん調節器の上面に夕ールびついていない 
か。又は外が筒下部に不揃いびないかを調 
ベる。 


しん調節器とが炎筒との間にすを間 
びある。 


内炎筒•が炎筒にガタツキびないか、真円に 
なっているか確認する。（変形している搞を 
は販売店に連絡する。） 


巧お筒•がが筒の変お。 


点义してか6必ずが炎筒つまみを持って左 
ちに2〜3回動かす。 


がが筒びしんの上にのっている。 


しんの手入れをする。 （14 ページ参照）また 
は、新しいしんと交換する。 

油タンク内の灯油を正常な灯油に交換する。 


新しいしんと交換する。 

油タンクの水を抜き、きれいな'な油でずず 
ざ洗いする。 


油タンク内に水び入っている。 
しんび水を含んでいる。 

しんにタールびついている。 


新しいしんと交換する。 


しんを下げて、炎を調節ずる。 


しんの出過ぎ。 
しんの出が少ない。 


故暖 • 巽溝の屬*^赞?§^^^^；11¥穂賴1お箭に^ 


お手入れ•保管 


点火装置 


挺いがする 


乾電池の消耗び激しい 


炎びかたぶる 


しん上下の操作び重い 


しんび下びらない 


赤火や、すすび出て 


炎び大をくならない.消えてしまラ 


故障.異常菌所 


内炎筒.外炎筒 


A 
















































部品交換のしかた 



•ご自分で部品交換される場合は、下記の I 頁目を守り、やけど、けびなどしないようま意しておこなってください。 

①手をやけどしないよラに、ストーブは消义し、温度び巧分下びるまで待ってください。 

③乾電池は必ず電池ケースからはずしてくださし、。 

③ 手をけびしないよラに、手袋をはめて<ださい。 

•不完をな修理はを険でず。お買いホめの販売店か、（財)曰本石ミ由燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習会修了者（石浦機 
器技術管理±)などのいる販売店で修理を依頼されることをおずずめしまず。 

しんの交換のしかた 

トヨス I ブ純正適合しん ~ 

トヨ耐熱しん第の種 1 卓品コード:110巧207」 JlSii を検査合格品はこの7-クび貼っ 

しんの交換ち法.ま意内容は' トョ耐激しんに添付されてぃる取扱説明ち轉 S 這品5譯は、白地 I しホ 
書をお読みくださし、_葦^5夕 。 

ガラス外筒の交換のしかた 

• 巧れび成き取れなくなったり、かけたり、割れたりした場合は交換してください。 ~ 

適合ガラスが固 ML-2 已 A 1商品コード: 12015 日 02 I \天板* I ィ/个 / I 

適合ガラスが筒 R 日-巧 f 商 品コード:120151021 ぐ\ V I な// ~ 

1日ぺ-ジ ブを取り出ず I の3、4項を参照して、つり手を取り JanniD ^ 黯ス 
' はずしてから天板を取りはずしてください。 \\u j 

2 ちいガラスが筒を取 D 出し、新しいちのと交換し、元どおりに取り付け j j 

RB - 2 已のガラスが筒には上下がありまず。 I B 1 : ! 

ぼかしの入つている側を下にして取り付けてください。 111 I I n I ^ 


'霜ス 


外炎筒 • 内炎筒の交換のしかた 


適さが炎筒[商品コード:12日15825 J I 適合巧が筒 L 商品コード:12日15806 

I が炎筒-内が茵の構成部蟲び、変形していたり、ひずんだり、破損した攝合は、お買いまめの販売店、または別紙の 
相談お□-房1 までお問い合わだください。 


乾電池の交換のしかた 


• 6ページ 巧迪を取5巧ける1 を参照して、必ず2個とも市販の新しし借要池〔単二お乾耍池)に交換してくださし、。 
•取りはずした巧い乾電池は、表示してある使用推奨期限巧は、電池能力び残ってい〇ば他の製品に使用でをますので、再利巧 
されることをおすすめします。 


点乂 ヒーターの 交換のしかた 


銳-夕-1商品コ-ド:(觀お 


本体の止めねじ3本を取りは h 
ずし、本体を上方へ持ち上げ^ 

て、取りはずしてください。 MIH ' 
片手でヒーターホルダーをつ-一 ■ で r 
まみなび6、点火ヒーターを ^ 

押しつけなびら回して、ヒー- - 

ターホルダーひら抜を取ってください。 
片手でヒーターホルダーをつまみなが 

5、 新しい点火ヒーターの凸部をヒー 
ターホルダーの溝を通すよラに入れた 

6、 押しつけなびら回して、点火ヒー 
ターの凸部を、ヒーターホルダーの凹 
部にはめ込んでください。 

•点义ヒーターのフィラメントに、指 
をち虫れないぶラにを意して < ださい。 


♦点火ヒーターの交換をするときはおず、乾電池を單池ケースから取りはずしてください。 
乾電池を入れたま まおこないますと、やけどをすることびありまず。 

I /\ ~| A 本体をかぶせ、外炎筒を正し< しん り ~ 

J L =^ 4調節器の上にのせて、本体の止めね . ——I 

.!■ じ3本で取り付けてください。%捕《^度心 


驢!ブ 


ヒーター加げ一し 
ヒーターホルダー( 


扉を開け、が炎筒つまみを持って軽 
く左ちに2〜3回動かし、が炎筒び 
しん調節器の上に正しくセツトされ 
ているか、しんの上にのっていない 
かを必ず確かめて < ださい。 

乾電池 （2 個)を、電池ケースに@0 
を正しく合わせて入れてください。 







1 ボ管辰期間便用しない場 nJ 


廃棄するとき 


本べ—ジの 「探售(長規間便用しない場合）I の1頂を参照して、油タンク內の：) a 油を巧き取り、電池ケースから乾電池をおりはずし 
て廃棄してくださし、。 


仕様 


型式の呼び 

ML — 2已 A 1 RB -2 已 

がお寸法 
(置台を含む）: 

高さ 

474.5 mm ^ 


種 類 

自然通気お開放式石油ストーブ 

幅 

388mm 

しん式•自然対流お 

興行 

388mm 

点火方式 

畢池点火〔単二形乾電池2個 • 別売;！ 

1質 霉 

約 S.Skg 

点义 ヒーター 

商品コード11027112 

しん 

種 類 

普通筒しん 

品番1531003014 

トヨ耐熱しん第巧種 

使用燃料 

灯油 （J に1号） 

呼び’ 
寸法 

内径 

65mm 

最大燃料消費靈 

0.243 L/h 

厚さ 

2.5mm 

暖房出力 

2.5 kW 

吸上量 

200% 

油タンク容量 

4.9 L 

安全装置 

巧震自動消火装置（しん降下式） 

レ然焼継続時間 

約20時間 




A 



長期間使用しないとを又は保管ずるときは、必ずな油を抜いて、電池ケースから乾電池を取り 
はずして < ださい。 

傾けたり、横制しのげ態では保管しないでください。 

义がのおそれがありまず。 


〇 

指示 


油タンク巧の I 灯油を巧を取る。 

•油タンクの給油□ふたをはずし巿販の給油ポンプの吸込測をミ由タンクに差し込んで、油タンク 
内の灯油を抜さ取ってください。 

•油タンクに水やごみび残ったまま保管すると、鐘や油漏れの原因になります。きれいな巧油で 
すすぎ洗いをしてください。 

しんの手入れをずる。（か5焼きクリーニング） 

お願い 



しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換気をおこなってください。 


① 13ぺージの I 点乂ヒーターの交換のしかた I の 1 項を参照して本体を取りはずし、しんの先端 
び固<なっている時は、ラジオペンチなどで固い部分を軽<つぶしてか6おこなって<ださい。 

③ 前項1の手順で油タンクのの■油を巧きおって < ださい。 

⑤ 本体を元通りに取り付けてくだごい。 • 

④ 通常の点义操作をして、正しく燃焼させてくださし、。 

⑥ 火力びルさくなったら、しんを一杯に上げて自がに消火するまで燃やしきってくだごい。 

置台を取りはずし掃除ずる。 

油タンクを矢印の方向に回して置台を取0はずし、屋台の上のほこりや巧れを取り除いてください。 
取りはずした置台は、必ず元通りに取りつけて<ださい。 

電池ヶースか5乾電池を取りはずず。 

乾强池を取りつけたまま保管すると、液漏れしてストープを腐食ごせることびあります。 

巧震自動消火装置を作動させる。 

対顆自動;'肖乂装置を作動ごは、しんを下げたが態にしてください。 

点検、掃除をする。 

の10ページの r な巧-手入れのしかた I の項目にしたがって、点検、手入れ、掃除をしてください。 

② ストーブの备部品は、よく掃除して、いたんでいるをのは新しいものに交換してください。 

⑤ ストーブのちれは、めれた布でふいて落とし、乾いた布で水気を取り除いてくださし、。 

収納する。 

包装箱に入れて、湿気のかない場所にイ呆管して<ださい。 
r 取扱説明劃やり呆証き」も忘りずに大切に保管してくださし、。 

お願い 



油タンク 





止め板/ 


高温を湿、直が曰光の当たる場所には、保管しないでください。 
錯が出たり、描脂部品び変おずる原因になります。 


•な油は変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない(使いをる）よラにしてください。 

•取りはずした乾電池は、表示してある使巧推奨期限內は電池能力びのこっていれば他の製記に使用でさますので、再利用され 
ることをおすすめします。 


お手入れ.— 








































アフターサービス 


保証について 


•添付しておりまず保証書は販売店で戸斤定事頂を記入しておミ度ししまずので、記載の容をご確認のうえ大切に保管してくださし、。 
★保証期間は、お質上げの曰より1年間です。 

( -お願い- 、 

次のよラな原因による故障および事なにつをましては、保証の対象とな0ませんのでを意してください。 

(1) 変質な油や不純な油など、また巧油むかの燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆきとどかなかったたゆにおこった故障や事巧。 

(3) 純正部品しソ外のをのを使用した D 、 しんに夕ールび付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足や、点火ヒーターの 
断線による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん、点乂ヒー 勺 — ) の故障。 

(5) この取扱説明書や、本体貼付ラベル類による危険.酱告.注意.お願ぃ事項び守られず、誤った使ぃ方をされた場合の 
な障や事故。 

• その他詳細の保詔内容につぃては、保証書の記載の容をご覧くださし、。 


修理を依頼ずるとを 


•「お障 • 異常の見分け方と処置方法」（にべージ)になって、処置をおこなってください。 

直らないときは、使用を中止し、必ずお買上げの販売店に修理を依頼してください。 

• 下記の事頃を連絡してくだごい。 

① 品名…石油ストーブ(自然通気形開放式石油ストープ） 

② 型式の呼び…(例) ML -25 A (ストーブ側面に貼ってある銘版をお読み<ださい。） 

⑤ お買上げ年ち日 

④故障のげ況(でさるだけ具体的に） 

⑥ おなまえ，おところ，里話番号 

•修理に際しましては、な話書を損をしてくだごい。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただをまず。 
•保卽期間び週ざていてを、依頼により有料で修理ごせていただをます。 

•修理料金は、巧術料，部晶代，出張料などで構成ごれています。 


補修用性能部品について 


• 石油ストーブの補修用性能部品(製品の機能を維持するために必要な部品)の保有期間は製造巧切り後目年です。 


故障•修理の際の連絡先 


アフターサービスについてご不明な点は、お買上げの販壳店、または、もよりの I お客樣巧設窓口 一 S I (別紙参照)までお問い 
合わせください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 


お買上げ年月日 

年月 曰 

お質上げ店名 

(電話番号 ）（ ) 一 

___/ 


株式会社 i-ai-s 

本 社 名ち屋巿瑞穂区桃園町日番17号 
干4巨7—08己己 TEL 〈〇已2〉822— 1144 
FAX <052)822-2742 


巧 




巧！なをなトヨトミは快遇巧圾の一巧としてこの取®設^曲ま巧を巧を度用しています。 
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